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ナトリウム冷却高速炉の冷却材が漏洩した場合の熱影響解析精度向上に向けて，ノズルより鉛直下向きに

液体を噴射し，水平固体面に衝突した場合の粘度を考慮した飛散液滴量相関式について検討した． 
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1. 緒言 

ナトリウム冷却高速炉において冷却材が漏洩した場合の

熱影響解析では，漏洩後の挙動の把握が重要となる．漏洩し

たナトリウムは構造物等へ衝突後，液滴となって飛散し、液

滴燃焼を継続することが考えられ，衝突時の液滴飛散量を把

握する必要がある．このため，著者等は，ノズルから鉛直下

方に液体を噴出し，固体面へ衝突する事象について，実験に

よる検討を行った[1][2]．本報では，粘性の影響を検討するた

め，質量濃度 10%，20%のグリセリン水溶液を用いて同様の

実験を実施した結果について報告する． 

2. 実験 

 本実験では，文献[1][2]と同様に，噴流流動は高速度カメラに

より観察し，液滴飛散量は飛散した液体を紙製のウエスに吸

収させ，実験前後の質量から計測した。 

3. 結果・考察 

液滴飛散率𝑆𝑝∗は，衝突ウェーバー数𝑊𝑒p，十分下流におけ

る最大液滴衝突頻度𝑓max，衝突点における衝突頻度𝑓を用いて

整理出来ることがわかっているが，過去に提案された整理式

[1]では粘性の影響を考慮していないため，水より粘性の高い

グリセリン水溶液の場合はうまく整理することできない。そ

こで，衝突オーネゾルゲ数𝑂ℎp(𝑂ℎ = √𝑊𝑒/𝑅𝑒)も考慮した整

理式を提案した．図 1 が𝑊𝑒p < 1300，図 2 は𝑊𝑒p > 1300の

場合のものである．図 1，図 2 より新たな式により整理でき

ることが分かる． 

4. 結論 

粘性の影響を考慮した液滴飛散量相関式の検討をするた

めに，グリセリン水溶液を用いて実験を行った。その結果に

基づき，オーネゾルゲ数𝑂ℎpを考慮した新たな液滴飛散率相

関式を提案した。 
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図 1 飛散率の新相関式(𝑊𝑒p < 1300) 

図 2 飛散率の新相関式(𝑊𝑒p＞1300) 
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